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1.　衣服を着用して腕 の動 作を する時 に，その運動の

機能性 が高められるような，着心地 の良い形 態であるこ

とが必 要であ ると共 に， 美の要素をもってい ることが考

え られる。こ れらの点 から，機能性 と寛度（ ゆるみ） の

相 関性を 考察し て，被服構成 の資料 を得 るために本実験

を企画し た。 今回は， アーム・ホール位 置における皮膚

面 の移動 状態を，動作によって生じ る軌跡につい てし ら

べるこ とを目的 とす る。

2.　動作 の種類は，前回 につづい て腕 の前後運 動，上

下運動 であ る。 それらの動 作によって生じ る皮膚 の動き

の軌跡につい て，起点と終 点との間を４等分し ，そこに

生じ る形状 および面積 を， ストロボ装置SS-4- Ａ型（東

芝 製）によってし らべた。

3.　腕 の動 作による皮膚 面の動きは，微妙であ!5, 複

雑 であ る。す なわち，皮膚面 の動 きの軌 跡をたどりなが

ら，そこに生じ る面積，形 などを知 るこ とによって， た

だ単に皮膚面 に線をえ がいてでき た形 のひ ずみでは得 ら

れ ない ような，皮膚面 の動 きを とらえるこ とができた。

こ れら の資料を さら に多 く得 て，被服構成 にお けるアー

ム・ホール縫 目の位置，袖下（績窓部） のゆとりなどに

つい ての資料 とし たい。


